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れを処理した，という。基本はマルクス（Karl Marx, １８１８―８３）の『剰余価値学説史』（Theorien ue-
ber den Mehrwert , １９０５―１０）に準拠していることは明らかであるが，『原理』初・二版と第三版との
異同は勿論，当時利用可能な限りのマルサス（Thomas Robert Malthus,１７６６―１８３４），トラウア






















































































と蓄積（I・S恒等）型――があることを明示した点にある。J. B. セー（Jean-Baptiste Say,１７６７―１６３２）
の「販路説」は前者に傾斜し，J. ミル（James Mill, １７７３―１８３６）の初期リカードウのいう「ミル氏
の法則」とリカードウのそれは，後者に傾く。小林の寄与は，「地金論争」におけるリカードウ
の一論点（為替相場をめぐるマルサスとの論争）が彼の初期利潤論（私のいうマルサスとの「貿易・利潤
率論争」）と関連すると説くところにあるが，タッカー（G. S. L. Tucker）の示唆（The Origin of Ri-




















































































Morishima（森嶋道夫），Ricardo’s Economics A general theory of distribution and growth（１９８９），お
よび千賀重義『リカードウ政治経済学研究』（１９８９年）と四冊ものモノグラフが現れる。
第一の羽鳥『研究』は，三部からなる。第一部は初期リカードウの価値と分配を考察し，第二































































































佐藤『研究』は，書名よりも副題の ‘A Study of Ricardo’s “On the Principles of Political Econ-










































76 商 経 論 叢 第４３巻第１号（２００７．５）
論的になんらかの総合が図られるべきなのか。彼の著作のおよそ半分の量が通貨・金融関係であ
ることを想起すれば，まことにシリアスな問題である。「現在」は優れて「歴史としての現在」
である限り，租税を含む政治と経済を現代において考える際，リカードウとの対話は，依然とし
て，われわれに示唆するところ大であろう。
＊ 本稿は２００７年１月６日，中央大学駿河台記念館において開催の「リカードウ研究会」で公表した際の
原稿に，多少，手を加えたものである。
注
１） 真実一男「明治及び大正前期におけるリカードウ導入史」（大阪市立大学『経済学年報』１６集，１９６２
年），杉原四郎『西欧経済学と近代日本』（１９７２年），８０，１０７，１３１，１７２―３，１９１―２ページ等，参照。ま
た，経済学史学会編『日本の経済学』（１９８４年），２７７ページ，以下，および同書巻末の「主要文献目
録」，参照。
２） 同上，および同上書，第三部・第三章，参照。
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